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モータコントローラ
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RoboteQアプリケーション

■ roboteqコントローラの設定

・モータコントローラの設定はタブのConfigurationから設定してください
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CANの設定

CANを使用する場合は，CAN Modeを CANOpen にしてください

・Bit Rate 500k 設定

・RoboteQコントローラのマニュアルより設定してください

TPDO（送信）
・モータ故障フラグ＋MCU温度
・モータステータス
・モータ回転数

RPDO（受信）
・ﾓｰﾀｺﾝﾄﾛｰﾗ (非常停止ﾓｰﾄﾞON)
・ﾓｰﾀｺﾝﾄﾛｰﾗ (非常停止ﾓｰﾄﾞOFF)
・モータ回転指令値
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RPDO

RPDO1 ﾓｰﾀｺﾝﾄﾛｰﾗ
(非常停止ﾓｰﾄﾞON)

RPDO2 ﾓｰﾀｺﾝﾄﾛｰﾗ
(非常停止ﾓｰﾄﾞ解除)

RPDO3 モータ回転数指令値

CANの設定 RPDO



ConfidentialHonda R&D Co., Ltd.

TPDO

TPDO1 モータ故障フラグ＋MCU温度

TPDO2 モータステータス

TPDO3 モータ回転数

CANの設定 TPDO
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CAN IDの割り当て設定です
ご自由に変更してください

CANの設定 ID割り当て
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モータ制御

速度と加速度の設定ができます

主に以下の設定を変更しています

・加速スロープ
・減速スロープ

・モード 速度PID制御
・PIDゲイン調整パラメータ

PIDゲインは厳密に設定しておりません。
モードは他にもトルク制御などがあります。
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キャリブレーション（１）

■ roboteqキャリブレーション

・モータコントローラの設定完了後，タブのDiagnpsticsを開きます

1．赤枠のSensor Setupを押してください
注意：片車輪ずつの設定となります。青枠のChanelで左右選択できます
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２．モータ特性のキャリブレーションをします。Motor Characteristic を押してください
次のようなポップが出ます。

キャリブレーション（２）
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キャリブレーション（２）

Reference seek powerを選択し，Startを押します。
処理が完了したらNext

Calculate FOC Gains調整して次へ
（default 50）
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キャリブレーション（２）

このような画面が出たら完了です


